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＜原著論文＞

テキストマイニング手法を用いた参与観察データの多角的視点分析
Analyze of participant observation data from the multi-angled viewpoints by text-mining

岩佐　真也１，大野　ゆう子２

要　旨

目的： 参与観察データをテキストマイニングで分析することにより、観察者が捉えた現象を多角的にみるた
めの視点を明らかにする。

方法： セネガル共和国セレール民族の文化的価値観およびケアの意味と行為を18の領域に沿って記述的にま
とめた参与観察データを対象とした。対象データをテキストマイニング手法により分析し、構成要素
を抽出した。全構成要素と18領域の構成要素の高出現頻度語や、高頻度・低頻度に現れる特徴語の関
連について検討した。

結果： テキストマイニングにより、609語の全構成要素を得た。その内、出現頻度が10回以上の構成要素数は
162で、最も出現頻度の高いものは「子ども」の144回であった。18領域ごとの構成要素の内、最も構成
要素が多かったのは《食習慣と栄養についての価値観、信念、タブー》で73であった。全構成要素の中
で最も高頻度に出現した「子ども」は、領域５の《世界観》や領域12の《政治的または法律的影響要
因》、領域18の《仕事》で出現回数が０回であった。全構成要素における高頻度の出現頻度である構成
要素が必ずしも各領域での高頻度の特徴語になっているわけではなく、低頻度の特徴語として現れて
いるものもあった。

考察： 低頻度の特徴語は、調査者が各領域のデータを収集する際に見落としがなかったかといった注意喚起
を与えてくれる可能性があると考えられる。またこの注意喚起は、その後のデータ収集の際の新たな
視点として活用されることで、各領域だけでなく、データ全体像の捉えなおしにもつながると考えら
れた。

Abstract
Objectives
　This study uses text mining to analyze participant observation data and identify the multi-angled viewpoints from 
which the observers perceive a topic.
Method 
　The participant observation data cover the cultural values of and the meaning and practice of “care” for the Serer 
ethnic group in the Republic of Senegal. The study divided the data into 18 descriptive classes and analyzed them by 
text mining to extract component words. It then examined the relationship between words that occur frequently and 
characteristic words that occur both frequently and infrequently in the data overall and in the 18 classes.
Results
　Text mining produced 609 component words overall, of which 162 words occurred at least ten times, with the word 
“children” occurring most frequently, at 144 times. Of the 18 classes, that with the largest number of component words 
was “Values, beliefs, and taboos regarding diet and nutrition,” with 73 instances. “Children,” which occurred most 
frequently overall, occurred zero times in the classes “5. Worldview,” “12. Political or legal influences,” and “18. Work.” 
Thus, words that occurred frequently overall were not necessarily frequently occurring characteristic words in every 
class, but rather appeared as infrequently occurring characteristic words.
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Ⅰ．はじめに

　テキストデータとは、文字コードだけで構成され
た文字列や文書のデータで、その収集方法はインタ
ビューや自由記載、観察などにより行われる。この
質的データには、発言者の特徴や、発言者に共通
した普遍的な内容などが含まれていると考えられ 
る１）。一般的にこれらの質的データ分析には、共通
性や差異性で分類や整理をし、カテゴリー化するよ
うな内容分析や、グランデッド・セオリー・アプ
ローチのような継続的に設定したテーマ間とで比較
分析をするものがある２）。他にも、文化人類学領域
で用いられてきた、民族誌学的なアプローチによる
分析などがある３）。これらはすべて、概念自体が容
易に理解できないもしくは特定の概念を用いて説明
ができないような場合に、現象や事象を発見してい
くための手法である。そのため、大量のデータの中
に潜んでいる研究者が思いもよらない意味や個々の
データの関連性を発見しうるには、十分な広がりを
持った理解ができたかという主観の適合性に注意を
払わなければならない。主観的になりがちなデータ
分析の妥当性確保は、今もなお質的研究の課題と考
えられる４）。
　そこで近年、注目されているのがテキストマイニ
ングである。テキストマイニングは、データの中か
ら必要な情報を取り出す自然言語処理である。大量
の文章や文字に埋没している関係性を発掘するため
に、多角的にデータを分析し数量化できることが特
徴である５－６）。
　看護学領域におけるテキストマイニングの実際と
して、質問紙法による自由意見や感想文の分析、面
接法による語りの内容分析などがある７－12）。これら
はいずれも、数値情報や属性情報のような構造化
されたデータではない質的データであり、これらの
データからキーワードを抽出しその使用頻度を解析
することで、住民のニーズなどを明らかにしている。

　このように、質的データをテキストマイニングに
より数値化することで、もう一つの角度から現象を
捉える試みがなされている。しかし、質的研究の代
表的なデータ収集法である参与観察法によるデータ
を、テキストマイニングにより分析したものは筆者
の知る限り見当たらない。

　そこで、本研究では参与観察データを取りあげ、
テキストマイニング手法を用いて観察者が捉えた現
象を多角的にみるための視点を明らかにすることを
目的とした。

Ⅱ．方法

１．対象
　参与観察データは、2009年３月から2009年６月の
間に筆者が観察した、セネガル共和国セレール民族
の文化的価値観およびケアの意味と行為を記述的に
まとめたデータを用いた。
　このデータの収集には、民俗学的参与観察法を用
いた。これは、レイニンガーの自然でオープンな発
見過程、および主に帰納的に過導き出されたイー
ミックな様式（人々が現象をどう意識・識別してい
るかを内側から分析するもの）を中心とするethno 
nursingを参考とした13）。
　主な観察の領域は、一般的な生活環境、生活環境
で使われている技術、世界観、家族の生活様式、宗
教的信念と価値観、経済的要因、教育的価値観、民
間的ヘルスケアの価値観、専門的なヘルスケアの価
値観などの18である（表１）。

２．分析方法
　参与観察で得たデータをテキスト型データ解析ソ
フトWord Miner version1.15（日本電気計算株式会
社制）を用いて分析した。
　得られたデータを形態素解析により文法的に意味

Conclusion
　Characteristic words that occurred infrequently may serve to caution researchers against oversight when collecting 
data by class. Exercising this caution is also thought to nurture new perspectives in future data collecting activities and 
help to interpret the data not only by class but also as a whole.

キーワード： 参与観察，テキストマイニング，多角的，特徴語
Participant observation，Text mining，Perspective，Characteristic words
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づけが最小限可能な形態素に分割する分かち書きを
行った。次に、分かち書きをした構成要素（語句）
について、それ自体には参与観察内容に関連しない
品詞や助詞、助動詞、記号類、句読点などを除外し
た。また、同義語や類義語の統一化を行った。
　その後、全構成要素と18領域ごとの構成要素を抽
出し、それぞれの高出現頻度語を集計したものから
全構成要素と各領域の構成要素の高出現頻度語の関
連について分析した。
　さらに、18領域ごとの構成要素から、ある領域に
おいて他の領域と比較して相対的に高頻度に現れた
構成要素を特徴語として集計した。高頻度であって
も他の領域でも同様に高頻度である構成要素は一般
的な構成要素であり、特徴語とはみなさない。ま
た、低頻度の構成要素も集計し、全構成要素と各領
域の高出現頻度語と高頻度もしくは低頻度に現れる
特徴語の関連について分析した。

Ⅲ．結果

１．構成要素の抽出と出現頻度
　参与観察により得たデータの総文字数は41,781文
字で、それらを分かち書きした結果、23,110語の形
態素に分割された。不要な語句の除去や類義語など
を統一し609語の全構成要素を得た。その内、出現
頻度が10回以上の構成要素数は162で、20回以上の
構成要素数は50であった。最も出現頻度の高いもの
は「子ども」で144回、次いで「人」が75回、「家」
が64回、「挨拶」が60回、「仕事」が56回、「多い」が
55回、「村」が54回、「女性」が49回だった（表２）。
　全構成要素における上位20位までの構成要素の各
領域内の内訳を見ると、「子ども」は18領域中13領

域でも各領域の高頻度出現上位10位以内に入ってい
た。「人」では、18領域中６領域で、「家」では５領
域、「挨拶」では３領域、「仕事」では２領域、「多
い」では４領域、「村」では６領域、「女性」では５
領域が各領域の高頻度出現上位10位以内に入ってい
た（表３）。

２．全構成要素と領域別特徴語
　18領域ごとの高頻度特徴語を見ると、領域５の
《世界観》では「貨幣」が全構成要素数６中領域内構
成要素数が６と《世界観》の領域の中で最も特徴的
な構成要素だった。次いで「世界」で全構成要素数
５中領域内構成要素数５、「精神」で全構成要素数
７中領域内構成要素数５、「自然」で全構成要素数
19中領域内構成要素数が７だった。領域12の《政治
的または法律的影響要因》では「政治家」が全構成
要素数５中領域内構成要素数５、「政治」では全構

表１．18領域

表２．全構成要素における高頻度構成要素（閾値＝20）
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成要素数５中領域内構成要素数が４だった。他にも
領域７の《一般的な社会相互作用と親族関係の絆》
や領域14の《民間的ヘルスケアの価値観》、領域18
の《仕事》の上位にも全構成要素数と領域内構成要
素数との差が小さい、高頻度に現れる特徴語があっ
た。
　低頻度の特徴語を見ると、全構成要素の中で最も
高頻度に出現した「子ども」は、領域５の《世界
観》や領域７の《一般的な社会相互作用と親族関係
の絆》、領域12の《政治的または法律的影響要因》、
領域18の《仕事》で出現回数が０回であった。また
「人」は領域６の《家族の生活様式》、領域10の《経
済的要因》、領域18の《仕事》で出現回数が０回で
あった。これらは各領域の構成要素の内、低頻度の
特徴語として抽出された（表４）。
　全構成要素における高頻度の出現頻度である構成
要素が必ずしも各領域での高頻度の特徴語になって
いるわけではなく、低頻度の特徴語として現れてい
るものもあった。

Ⅳ．考察

　参与観察は、特定の社会集団について深い理解を
得るために長期にわたり研究者自身がその社会集団
に身を置き、そこで暮らす人々の生活やその行動様

式を見聞きするということから社会全体を捉えよう
とする調査手法である。そのため、収集されたデー
タの質は、アンケートやレポートなどの研究対象者
の意見や価値観が直接明記された質的データとは違
い、調査者の能力や調査者のバイアスに左右されや
すい14）。
　そのため、通常一人で行われるデータ収集の質を
向上させるためには、データ収集の途中で幾度とな
くデータに向き合い主観の適合性について自省する
ことで、十分な広がりを以て理解できたかという多
角的視点を常に意識する必要がある15－16）。
　そこで本研究では、参与観察データをテキストマ
イニングすることで、全構成要素における高頻度出
現の構成要素が抽出でき、調査者が観察した現象の
概観をつかむことに役立つことが考えられた。この
抽出は、調査者がどのような言葉を用いて現象を把
握しようとしたかが分かると同時に、ほとんど用い
られなかった構成要素から、調査者のデータ収集時
の領域の個性や調査対象地域の特徴の推察を支援す
ることにつながるのではないかと考える。
　一方、全構成要素で高頻度に現れている構成要素
が、各領域でも高頻度に用いられている場合であっ
ても、それらの構成要素が必ずしも各領域の特徴的
な構成要素とはなっていなかった。このことは全体
として概観を捉えることと、各領域での現象を分析

表３．領域別　高出現頻度語

注釈：※は各領域内での高頻度上位10位内に入っていることを意味する。領域番号は表１に準ずる。
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表４．領域別上位10位までの高頻度特徴語と下位10位までの低頻度特徴語
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注釈：（　）※は構成要素数を表す｡ 　　領域番号は表１に準ずる｡
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することが全く同じではなく、各領域を見る際の特
徴語という別の領域からも捉えなおすことの必要性
を示唆していると思われる。
　特に、低頻度の特徴語は、その領域には全く現れ
なかったもしくは少ししか現れなかった構成要素で
あり、逆の意味で特徴的な言葉とみなすことができ
る。このことから、低頻度の特徴語は、調査者が各
領域のデータを収集する際に見落としがなかったか
といった注意喚起を与えてくれる可能性があると考
えられる。この注意喚起は、その後のデータ収集の
際の新たな視点として活用されることで、各領域だ
けでなく、データ全体像の捉えなおしにもつながる
と考える。そのためにも、データ収集の途中でテキ
スマイニングを用いて、全構成要素と高頻度出現構
成要素の関連や全構成要素と領域内構成要素から導
き出される特徴語の関連を把握することが必要とな
る。また、途中でデータを振り返ることで、広がり
のある多角的な視点を得ながらデータの質を確保
し、データの柔軟性を高めることにつながると考え
る。

Ⅴ．結論

　参与観察データを多角的にみるための視点とは、
高頻度出現構成要素や全構成要素と領域内構成要素
から導き出される特徴語の関連からデータを見るこ
とである。またデータ収集の途中でこれらを繰り返
し行う事で、新たな高頻度出現構成要素や特徴語が
生まれ、データ全体が広がりを持つことにつながる
と考えられた。
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